
 (本約款の適用) 

第 1条 当館の締結する宿泊契約及びこれに関する契約は、この約款
の定めるところによるものとし、この約款に定められていない事項
については、法令又は慣習によるものとします。 

2 当館は、前項の規定にかかわらず、この約款の趣旨、法令及び慣
習に反しない範囲で特約に応ずることができます。 
(宿泊契約の申込み) 

第 2条 当館に宿泊契約の申込みをしようとする者は、次の事項を当
館に申し出ていただきます。 
(1) 宿泊者名 

(2) 宿泊日及び到着予定時刻 
(3) 宿泊料金 
(4) その他当館が必要と認める事項 

2 宿泊の申込みをした者は、当館が宿泊者の氏名、住所、電話番号
等を記載した宿泊者名簿の提出を依頼したときは、宿泊契約成立後
であっても、直ちに提出するものとします。 

3 前項第 2項の宿泊日を超えて宿泊の継続を申し入れした場合、そ
の申し出がなされた時点で新たな宿泊契約の申込みがあったものと
して処理します。 

(宿泊契約の成立等) 
第 3条 宿泊契約は当館が前条の申込みを承認したときに成立すると
します。 

2 当館が、インターネットサイトに誤った宿泊料金を提示し、又は
電話にて誤った宿泊料金をご案内し、当該宿泊料金に基づき、宿泊
約款の申込みをされ、当館が承諾した場合は、当該料金がその前後

の期日の宿泊料金に比べ著しく低廉であるときは、当該料金につき
「限定」、「特別」、「キャンペーン」等の低廉である理由の表示
又はご案内の無い限りは、民法上の錯誤による承諾であることか

ら、宿泊契約は無効とさせていただき、速やかにその旨の通知を差
し上げます。 
3 当館は、宿泊予定日前の任意の日に、宿泊客からいただいた連絡

先に予約の確認を差し上げることがあります。 
4 第 1項の規定により宿泊契約が成立したときは、期限を決めて、
宿泊期間(宿泊期間が 3日を越える場合は 3日間)の宿泊料金を限度

とする申込金を当館が指定する日までに、お支払いいただきます。 
5 申込金は、まず、宿泊客が最終的に支払うべき宿泊料金に充当
し、第 5条及び第 17条の規定を適用する事態が生じたときは、違約

金に次いで賠償金の順序で充当し、残金があれば返却します。 
6 第 4項の申込金を同項の規定により当館が指定した日までにお支
払いいただけない場合は、宿泊契約はその効力を失うものとしま

す。申込金の支払期日を指定するに当たり、当館がその旨を宿泊客
に告知した場合に限ります。 
7 連泊の場合の宿泊料金の精算については、当館が別途定める方法

によるものとします。 
(宿泊引き受けの拒絶) 
第 4条 次の場合に宿泊の引き受けをお断りすることがあります。 

(1) 宿泊の申し込みがこの約款によらないものであるとき。 
(2) 満室、満員により客室に余裕がないとき。 
(3) 宿泊しようとする者が、宿泊に関し、法令の規定又は公の秩序

又は当館に定める利用規則若しくは善良の風俗に反する行為をする
おそれがあると認められるとき。 
(3) -2 宿泊しようとする者が、当館内で合理的な理由のない苦情、

要求を申し立てた等、当館内の平穏な秩序を乱すおそれがあると認
められるとき。 
(4) 宿泊しようとする者が、次のイからハに該当すると認められる

とき。 
イ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成 3年法律
第 77号)第 2条第 2号に規定する暴力団(以下「暴力団」とい

う。)、同条第 2条第 6号に規定する暴力団員(以下「暴力団員」と
いう。)、暴力団準構成員又は暴力団関係者その他の反社会的勢力 
ロ 暴力団又は暴力団員が事業活動を支配する法人その他の団体であ

るとき 
ハ 法人でその役員のうちに暴力団員に該当する者があるもの 
(5) 宿泊しようとする者が他の客に著しい迷惑を及ぼす言動をした

とき。 
(6) 宿泊しようとする者が伝染病者であると、明らかに認められる
とき。 

(7) 宿泊に関し暴力的要求行為が行われ、又は合理的な範囲を超え
る負担を求められたとき。 
(8) 天災、その他やむを得ない理由により宿泊させることができな

いとき。 
(9) 奈良旅館業法施行条例第 3条の規定する場合に該当するとき。 
(10) 宿泊の申込みをした者が、自己の商業目的を秘して申込みをし

たとき。 
(11) 部屋の商業的利用を目的とする予約であるとき。 

(12) 宿泊しようとする者が、感染症法に定める特定感染症の患者等

であるとき。 
(13) 宿泊しようとする者が、感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律第 12条第 1項に規定する者であると認められる

とき。 
(14) 宿泊しようとする者が、泥酔、若しくはその言動が著しく異
常、又はその身体、衣服等が著しく不潔など、他の客に迷惑を及ぼ

す恐れのあるとき。 
(予約解除の違約金) 
第 5条 当館は、宿泊予約の申し込み者が、宿泊予約の全部又は一部

を解除したときは、別表、違約金申し受け規定により、違約金を申
し受けます。 
2 当館は、宿泊者が連絡しないで宿泊日当日の午後 6時(あらかじめ

予定到着時刻の明示されている場合は、その時刻を 1時間経過した
時刻)になっても到着しないときは、その宿泊予約は申込者により解
除されたものとみなし処理することがあります。 

3 前項の規定により解除されたものとみなした場合において、宿泊
者が、その連絡をしないで到着しなかったことが列車、航空機等公
共の運輸機関の不着又は遅延その他宿泊者の責に帰さない理由によ

るものであることを証明したときは、第 1項の違約金は頂きませ
ん。 
(予約の解除) 

第 6条 当館は、他に定める場合を除くほか、次の場合には宿泊予約
を解除することができます。 
(1) 第 4条第 1号から第 10号までに該当することになったとき。 

(2) 宿泊客が次のイからハに該当すると認められるとき。 
イ 暴力団、暴力団員、暴力団準構成員又は暴力団関係者その他反社
会的勢力 

ロ 暴力団又は暴力団員が事業活動を支配する法人その他の団体であ
るとき 
ハ 法人でその役員のうちに暴力団員に該当する者があるもの 

(3) 宿泊客が他の宿泊客に著しい迷惑を及ぼす言動をしたとき。 
(4) 宿泊客が伝染病者であると明らかに認められるとき。 
(5) 宿泊に関し暴力的要求行為が行われ、又は合理的な範囲を超え

る負担を求められたとき。 
(6) 第 2条第 1項の事項の明告を求めた場合において、期限までに
それらの事項が明告されないとき。 

(7) 第 3条第 2項の予約金の支払いを請求した場合において、期限
までにその支払いがないとき。 
(8) 寝室での寝たばこ、消防用設備等に対するいたずら、その他当

館が定める利用規則の禁止事項(火災予防上必要なものに限る。)に
従わないとき。 
(9) 宿泊者が、当館に対して、時期を失したクレームを申し立てた

とき。 
(10) 宿泊者が、部屋の商業的利用を行ったとき。 
(11) 宿泊者が、宿泊者名簿の提出を拒否したとき。 

(12) 宿泊者が感染症法に定める特定感染症の患者等であるとき。 
(13) 宿泊者が、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す
る法律第 12条第 1項に規定する者であると認められるとき。 

2 当館が前項の規定に基づいて宿泊契約を解除したときは、宿泊客
がいまだ提供を受けていない宿泊サービス等の料金はいただきませ
ん。 

3 宿泊者が客室の使用を開始したのち、当館の承諾なく任意に宿泊
しなかった場合においても宿泊料金は申し受けます。 
(宿泊の登録) 

第 7条 宿泊者は、宿泊日当日当館の玄関帳場(フロントオフィス)に
おいて次の事項を当館に登録して下さい。 
(1) 宿泊者の氏名、住所、電話連絡先、国籍、 

(2) 外国国籍の方は、パスポートコピーをとらせていただきます。 
(3) その他当館が必要と認めた事項 
(チェックイン・チェックアウトタイム) 

第 8条 宿泊者が、当館の客室をご利用いただける時刻(チェックイ
ンタイム)は、午後 3時 30分以降、午後 6時までとします。 
2 宿泊者が、当館の客室をおあけいただく時刻(チェックアウトタイ

ム)は、午前 10時とします。 
3 当館は、前項の規定にかかわらず、チェックアウトタイムをこえ
て客室の使用に応じる場合があります。この場合においては、次に

掲げるとおり追加料金を申し受けます。 
(1) 正午までは 総宿泊料金の 3分の 1 
(2) 正午以降 総宿泊料金の全額 
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(営業時間等) 

第 9条 当館の営業時間は、次のとおりとします。 
(1) フロントサービス 午前 7時から午後 10時まで 
(2) 夕食提供開始サービス 午後 5時 30分から午後 6時 30分 

(3) 朝食提供開始サービス 午前 7時 30分から午前 8時 30分 
(4) 食事追加サービス 午後 5時から午後 7時 (サービス可能な時) 
(5) 客室係サービス  

午前 7時 30分から午前 10時 午後 3時 30分から午後 8時 
2 第 1項の時間は、臨時に変更することがあります。 
(料金の支払い) 

第 10条 料金の支払いは、通貨又は当館が認めたクーポン券、若し
くはクレジットカードにより、宿泊者の出発の際又は当館が請求し
たとき当館の玄関帳場(フロント)において行っていただきます。 

2 宿泊者が客室の使用を開始したのち任意に宿泊しなかった場合に
おいても宿泊料金は申し受けます。 
(利用規則の厳守) 

第 11条 宿泊者は、当館内において、当館が定めて客室内ご案内に
提示した利用規則に従っていただきます。 
(宿泊継続の拒絶) 

第 12条 当館は、お引き受けした宿泊期間中といえども、次の場合
には、宿泊の継続をお断りすることがあります。 
(1) 第 4条第 3号から第 10号までに該当することになったとき。 

(2) 前条の利用規則に従わなかったとき。 
2 当館が前項の規定に基づいて宿泊契約を解除したときは、宿泊客
がいまだ提供を受けていない宿泊サービス等においても宿泊料金は

申し受けます。 
3 宿泊者が客室の使用を開始したのち任意に宿泊しなかった場合に
おいても宿泊料金は申し受けます。 

(宿泊の責任) 
第 13条 当館の宿泊に関する責任は、宿泊者が当館の玄関帳場(フロ
ントオフィス)において宿泊の登録を行った時又は客室に入った時の

うちいずれか早い時に始まり、宿泊者が出発するため客室を開けた
時に終わります。 
2 当館の責に帰すべく理由により宿泊者に客室の提供が出来なくな

ったときは、天災その他の理由により困難な場合を除き、その宿泊
者に同一又は類似の条件による他の宿泊施設を斡旋します。この場
合には、客室の提供が継続できなくなった日の宿泊料金を含むその

後の宿泊料金はいただきません。 
3 宿泊客がフロントにお預けになった物品又は現金並びに貴重品に
ついて、損害が生じたときは、それが不可抗力である場合を除き、

当館はその損害を賠償いたします。ただし、現金及び貴重品につい
てはその種類及び価格の明告を、宿泊客が行わなかったときは、当
館は 15万円を限度としてその損害を賠償いたします。 

4 当館は、第 3項に基づく損害賠償責任のあるときであっても、次
に定める物品については、その責任を負いません。 
(1) 稿本、設計書、図案、帳簿その他これらに準ずるもの(磁気テー

プ、磁気ディスク、CDロム、光ディスク等情報機器(コンピュータ
及びその端末装置等の周辺機器)で直接処理を行える記録媒体に記録
されたものを含みます) 

5 当館は、万一の火災、盗難等に対応するため、旅館賠償責任保険
に加入しております。 
6 宿泊者が、当館の責に帰すべき事由により、所持する物品を滅

失、毀損又は汚染したときは、当館は、その損害を賠償します。た
だし、宿泊者がその物品の種類及び価額についてあらかじめ明告し
た場合を除き、当館は 15万円を限度としてその損害を賠償します。 

(宿泊料金等) 
第 14条 当館の宿泊料金は、1泊 2食(サービス料込み、諸税別)が
基本となり、シーズン、客室入り込み人数、食事提供サービスによ

り、宿泊料金が異なりますので、宿泊予約の申し込み時にご確認下
さい。 
2 当館の小人料金設定は、お食事提供サービスと御部屋への備品提

供サービスにより次のとおりとします。(旅行業者、OTA、インター
ネット等 経由でのご予約の場合はそれらの規定を優先いたします) 
(1) 小人料金(大人料金の 70%) 

寝具、衣類及びその他備品を大人同様に提供し、大人料理の数品を
減らした料理を提供する。 
(2) 小人 B料金(大人料金の 50%) 

寝具、衣類及びその他備品を大人同様に提供し、小人料理(ランチ
等)を提供する。 
(3) 小人 C料金(大人料金の 30%) 

寝具、衣類及びその他備品を大人同様に提供し、料理の提供を行わ
ない。 
 (4) 小人 D料金(大人料金の 10%) 

寝具、衣類、料理、その他備品の一切の提供を行わない。 
(忘れ物の取扱) 

第 15条 宿泊客がチェックアウトしたのち、宿泊客の手荷物又は携

帯品が当館に置き忘れられていた場合において、その所有者が判明
したときは、当館は当該所有者に連絡をするとともにその指示を求
めるものとします。ただし所有者の指示が無い場合又は所有者が判

明しないときは、発見日を含め 7日間保管し、その後当館の判断に
より、吉野警察署に届けるか、もしくは廃棄処分させていただきま
す。 

2 宿泊者が当館内に置き忘れられた物品について、その所有者が判
明しない場合、又は所有者が判明しても所有者に引き取る意思がな
い場合は、発見日を含め 7日間保管した後、これを遺失物法に基づ

く処理をします。 
3 宿泊者が当館内に置き忘れられた物品又は携帯品が、情報機器
（コンピュータ、ワープロ、その他の情報端末及びこれらの周辺機

器）の場合は、その情報記録媒体に記録された情報については、お
客様のプライバシー保護の観点から、当館は、いかなる場合であっ
てもこれを開示することなく、発見日を含め 7日間保管した後、確

実に消去いたします。 
4 当館は、遺失物の処理に関し、民法第 717条の規定を適用しませ
ん。 

(駐車場利用) 
第 16条 宿泊客が当館の駐車場をご利用になる場合、車両キーの寄
託の如何にかかわらず、当館は場所をお貸しするものであって、車

両の管理責任まで負うものではありません。ただし、駐車場の管理
に当たり、当館の故意又は過失によって損害を与えたときは、その
賠償の責めに任じます。 

(宿泊客の責任) 
第 17条 宿泊客の故意又は過失により当館が損害を被ったときは、
当該宿泊客は当館に対し、その損害を賠償していただきます。 

(時期を失したクレームの禁止) 
第 18条 宿泊者は、宿泊後、相当の期間を経過した後に、当館に対
してクレームを申し立てることはできないものとします。 

(管轄裁判所と準拠法) 
第 19条 当館と宿泊客との間の宿泊契約に関する紛争は、日本法を
準拠法とし、当館の所在地を管轄する地方裁判所または簡易裁判所

をもって専属管轄裁判所とします。 
 
付則 

昭和 60年 4月 1日 国土交通省の公示するモデル宿泊約款を当館の
宿泊約款と定める 
平成 23年 4月 1日 一部新設、改正同日施行する 

令和元年 5月 01日 一部新設、改正同日施行する 
令和 2年 4月 17日 一部新設、改正同日施行する 
令和 7年 4月 01日 一部新設、改正同日施行する 

以上 
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